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研究成果の概要（和文）： 

骨髄間葉系幹細胞（MSC）は再生医療のソースとして期待される一方で，腫瘍に対する影響は

明らかではない．MSC は，VEGF 低発現の大腸癌に対して CXCL12/CXCR4 axis を介して腫

瘍の生着を促進し，血管新生を介して増殖を促した．CXCL12 発現機序は，DNA メチル化や

miRNA 調節ではなく，今後の検討課題である．以上の成果は，MSC 治療における発癌リスク

に関する基礎データを提供し，重要である． 

 
研究成果の概要（英文）： 
MSC contributed to tumor engraftment via CXCL12/CXCR4 signaling and tumor 
progression through promoting angiogenesis. The mechanism of CXCL12 activation 
remains to be elucidated because it appears to be regulated by neither epigenetics nor 
miRNAs. These information concerning tumorigenic effects of MSC is necessity for 
clinical use of MSC therapy in the near future. 
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１．研究開始当初の背景 

  炎症性腸疾患  (inflammatory bowel 

disease, 以下 IBD) は, 未だ原因不明の難治
性疾患である．若年層の罹患が多く，わが国
での罹患率は増加の一途をたどっている．患
者の"生活の質の低下"，"発がんのハイリスク
"の観点から 21 世紀に残された克服すべき難
病の一つである．IBD は遺伝的素因に加え環
境因子とくに腸内細菌叢と宿主の免疫異常

が複雑に絡まる多因子疾患である．これまで
の IBD 研究は，Crohn 病に対する抗 TNF

抗体の臨床応用に代表されるように華々し
い成果をもたらした．しかし，医療費の患者
負担の増大，重篤な副作用の存在などの問題
点も明らかである． 

骨髄移植後の graft-versus-host disease 

(GVHD) 腸管組織におけるドナー由来骨髄
細胞の存在が相次いで報告された．腸管上皮 

機関番号：２０１０１ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22590703 

研究課題名（和文）骨髄間葉系幹細胞移植による大腸がん予防と治療法の開発 

                     

研究課題名（英文）Development of chemoprevention and therapy against colorectal  

cancers by bone marrow mesenchymal stem cell transplantation 

研究代表者 

苗代 康可（Yasuyoshi Naishiro） 

札幌医科大学・医療人育成センター・講師 

 研究者番号：80347161 

 

 



(Nature Med.8:1011, 2002) ， pericryptal 

myofibroblast (Gut 50: 752, 2002)，あるい
は，血管内皮に認められたという報告 

(PNAS 101:16891,2004) など，その細胞運
命に関し一定の見解は得られていない．また，
骨髄間葉系幹細胞（mesenchymal stem cell, 

以下 MSC）移植による GVHD の著明な病態
改 善 も 報 告 さ れ て い る  (Lancet363: 

1439,2004)．これらは，骨髄由来細胞が傷害
腸管組織の回復過程において、抗炎症作用や
何らかの治癒促進作用などの重要な役割を
果たしていることを示唆している．しかしな
がら，現在まで，この骨髄由来細胞の起源は
正確には同定されておらず（造血幹細胞，
MSC あるいはその他の骨髄細胞），その機能
（抗炎症作用や修復・再生機転）やその運命
（組織内での分化）に関してはほとんど解明
されていない. 

MSC は多分化能を有し，強力な免疫調整作
用を有するのみならず抗原性，毒性が低く，
単離培養が容易であるため，iPS 細胞と並び
再生医療や遺伝子治療において最も魅力的
な研究対象である．MSC 移植は，細胞のソ
ースとして血管，神経，心筋などを中心とし
た細胞移植治療に利用され，また，その強力
な免疫調整作用を利用した GVHD や自己免
疫疾患への治療応用も試みられている．疾患
モデルでの検討は，bleomycin 暴露による肺
線維症モデル (PNAS 100: 8407, 2003)，関
節リウマチ (rheumatoid arthritis, RA) モ
デルのコラーゲン誘導関節炎  (Arthritis 

Rheum 52: 1595, 2005)，多発性硬化症 

(multiple sclerosis, MS) モデルの実験的自
己免疫性脳脊髄炎モデル(Blood 106: 1755, 

2005)， IBD モデルのデキストラン硫酸 

(dextran sulfate sodium, DSS) 腸 炎 

(Gastroenterol 132: 944, 2007) など報告さ
れているが，その治療効果に一定の傾向はな
く，有効性機序の解析も十分とは言いがたい． 

これまでのわれわれの検討では，busulfan 

(BU) 誘導骨髄不全モデル  (Int J Exp 

Pathol 87: 149, 2006) に惹起した DSS 腸炎
に対し, MSC 治療の有効性を報告した. さら
に eGFP immunofluorescence/Y-FISH 

(fluorescence in situ hybridization of 

Y-chromosome) によるドナーMSC由来細胞
の大腸組織内での動態を検討した. その結果，
骨髄不全下では，腸上皮バリア機能の著しい
傷害により低濃度 DSS により重度の腸炎が
惹起されるにもかかわらず，MSC は, 腸上皮
細胞に生着し，腸上皮細胞のアポトーシス抑
制，細胞回転促進に加えてタイトジャンクシ
ョン再構成によるバリア機能の回復に寄与
し, 腸炎を抑制するという MSC 移植による
治療効果を確認した．（J Pathol）．さらに，
AOM (azoxymethane)/DSS モデルを使用し
腸炎関連発癌に対する MSC 移植の影響を検

討したところ，MSC は AOM による発癌の
initiation を抑制するものの，DSS による
promotion には変化をもたらさなかった．こ
のことは MSC は，発癌の頻度を低減するも
のの, 癌化した際には, MSC が腫瘍間質の形
成に寄与し，癌の増殖を助けるものと考えら
れた．この際, MSC 移植により, CAC におけ
るタイトジャンクション分子の発現変化お
よび-catenin の発現が減少する非常に興味
深い現象が明らかになった．さらに大腸癌細
胞株と MSC の混合移植実験においては , 

MSC 混合移植群において有意に腫瘍形成能
の増加を認めた.これまでの研究により MSC

が-catenin を含めた WNT シグナルやタイ
トジャンクションの発現を変化させ，癌の増
殖へ影響していることが予想された．以上よ
り，MSC が腸上皮細胞域に移植され，本来
の MSC 機能を喪失し，新たに腸上皮幹細胞
機能を獲得し腸上皮へ分化するという興味
深い現象の解明が，炎症腸管の再生・修復お
よび発がん過程における骨髄の役割の解明
への手がかりを提供する重要な鍵と考えら
れる． 

 

２．研究の目的 

  本研究では，再生医学という観点から，
炎症性腸疾患における傷害腸管粘膜の修
復・再生における骨髄とくに間葉系幹細胞の
役割を解明し，新規治療法の開発を目指す．
腸管に対する「再生医療」は、未だ報告のな
い全く新しい研究分野であり，単独または従
来の抗炎症治療との組み合わせは，合理的で
その臨床的効果は有望と思われる．本研究で
は炎症と発がんにおける MSC，骨髄由来細
胞およびがん幹細胞との関連性を追求し，
MSC の臨床応用に際してその論理的基盤の
確立をめざす． 

 

３．研究の方法 

  SCID マウスにヒト大腸癌細胞株
(COLO-320)とラットMSCを 1:1（各々1×106

個）で混合移植した異種移植（xenograft）モ
デルを作成した．生着した MSC の動態を，
蛍光免疫染色および種特異的プローブを用
いた FISH 法にて解析した．また，血管新生
関連分子発現を，Realtime PCR 法および
Immuno-PCR 法にて検討した．さらに，腫
瘍細胞を MSC と共培養し，MSC が腫瘍細胞
の細胞周期，生存シグナルに及ぼす影響を検
討した．腫瘍細胞における遺伝子発現の変化
を，DNA マイクロアレイにて網羅的に解析
した． 

AID を高発現する大腸癌細胞株 COLO320

に siRNA を導入し，AID ノックアウト細胞
株を樹立した．また，内因性 AID を発現しな
い大腸癌細胞株 DLD-1 においてヒト AID の
強制発現株を樹立した．これらを用いて，



AIDCXCL12の発現変化をqPCR法にて評価
した．さらにパイロシークエンス法により，
CXCL12 プロモーター領域のメチル化の変
化を定量的に評価した．次に，AID 高発現株
COLO320 を用いて，細胞株，xenograft に
おける癌関連遺伝子の点突然変異をシーク
エンスにて解析した．対象遺伝子は，TP53，
BIRC2，XIAP，CCND1，CCNE1，CTNNB1，
MYC，CDKN2A，KRAS，APC であり，こ
れらの C to T 変異の頻度を明らかにし，AID

の mutator としての働きおよびその標的遺
伝子を探索した． 

 
４．研究成果 
 GFP 標識されたラット MSC は Xenograft

の間質に存在し，αSMA陽性，CD31 陰性で
血管周皮細胞の形質を示した．MSC により
宿主のマウス由来細胞が腫瘍内に動員され，
血管内皮様の形態を呈した． 

 MSC は，腫瘍細胞のアポトーシスを抑制
した．さらにMSC混合Xenograftにおいて，
Akt，p38 のリン酸化が誘導され，生存シグ
ナルが増強していた． 

DNA マイクロアレイによる MSC 混合/非混
合移植腫瘍の発現遺伝子の比較解析から，有
意な変動が見られた計 7 遺伝子を pick up し
た．このうち CXCL12 の発現が MSC 混合移
植腫瘍にて非混合腫瘍に比較して約 20 倍増
強していた． 

以上より，MSC は、VEGF 低発現の大
腸癌に対して血管新生を介して腫瘍の生着
を促進し，CXCL12 /CXCR4 axis を介して
増殖を促す可能性が示めされた． 

 AID ノックアウトあるいは強制発現安定
株における AID の発現レベルと CXCL12 発
現レベルに相関は認められなかった．
CXCL12 プロモーター領域のメチル化に変
化は認められなかった．DNA 脱メチル化酵
素 TET1-3 mRNA は，COLO320 細胞株に選
択的に高発現した． 

MSC は，VEGF 低発現の大腸癌に対して
血管新生を介して腫瘍の生着を促進し，
CXCL12/CXCR4 axis を介して増殖を促した。
但し，AID はこの系において脱メチル化酵素
として作用せず，CXCL12 発現調節に関して
TET1-3 が新規脱メチル化酵素として有力な
候補と考えられた． 

COLO320 細胞株（AID 高発現細胞株）に
おける癌関連遺伝子 C to T 変異の頻度は，
10,000 塩基対あたり，TP53 12.6，BIRC2 7.8，
CCNE1 5.3 の順であり，これらは同時に複
数のローカスに変異を認めた． 
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